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【同窓会だより】 

55 回生同窓会報告 

岩﨑 清吾(55 回生) 

昭和 56 年の卒業以来、オリンピックイヤーに開催してきた 55 回生の同窓会を、秋の色が深くな

る平成 20 年 11 月 1 日、2 日の両日、京都府亀岡市「湯の花温泉 渓山閣」にて山田先生、西谷先

生にもご出席いただき総勢 19 名、うち女性は全員参加の 4 名で開催しました。 

まず、これまでに亡くなられた 2 名の方のご冥福をお祈りして黙祷を捧げた後、今春ご退任され

た山田先生のご挨拶、続いて西谷先生にも大学の近況報告を含んだご挨拶をいただき、同窓生

最高齢の吉村氏による乾杯の音頭で宴を始めました。 

途中、遅れて参加した八木氏が合流した時点で集合写真撮影（実は撮影できていませんでし

た）、参加者の近況報告、レ専校校歌斉唱、万歳三唱、再び集合写真撮影と予定の 2 時間をオー

バーして、楽しい時間がアッという間に過ぎてゆきました。 

翌日は西谷先生のご厚意により、11 名が開学した母校の見学をさせていただきました。新しい

校舎は、我々が学んだ

時とは大違いで感嘆の

連続でした。その一方、

実験室は懐かしい器材

と空気で、まるで 30 年前

にタイムスリップしたよう

でした。西谷先生ありが

とうございました。 

次回 4 年後の幹事を、

九州から参加の西村氏

にお願いし、お昼前に

散会となりました。 

お忙しいなかご出席いただいた山田先生、西谷先生にお礼申し上げますとともに、今回参加し

た人、参加できなかった人、4 年後に九州で会いましょう。 

出席者 山田先生、西谷先生、明石定美、安藤博敏、今井敬治、岩﨑清吾、岩﨑由香、 

越智祐貴子、中森勇二、堤英幸、中島健、西村修一、萩原まゆみ、久田博史、福富昌彦、 

安部佳子、松井正幸、八木勝己、吉村和彦 
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